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参加費等

３０００円（学生２０００円）

５０００円（学生３０００円）

１０００円(６月１７日の昼う

大会参加費

懇親会費

昼食弁当代

｢宗教と社会」学会第９回学術大会

日時

2001年６月１６日(土)・１７日(日）

場合云

慶雁義塾大学(三田キャンパス）

〒lO8-8345東京都港区三田2-15-45
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振替をもって参加申し込みとします(振替用紙はパンフレットに同封)。

振替番号：00190-6-663540「宗教と社会」学会第９回学術大会事務局

（同封の「振替に関するお願い」を参照して下さい）

「宗教と社会」学会第９回学術大会本部

〒108-8345東京都港区三田2-15-45

慶雁義塾大学(三田キャンパス）樫尾直樹研究室

ＦＡＸ：03-5427-1578

e-mail：kashio@flet,keio､ａＧｊｐ
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北館１階カフェテリア

★両日共通★

＊受付 西校舎一階ロビー

◇当日は、まず受付においで下さい。

◇使用教室は全て西校舎です(懇親会除く)。

日目★（６月１６日土曜日）

学会・大会合同本部

休憩所・クローク

個人発表Ａ会場

個人発表Ｂ会場

総会

常任委員会

懇親会

１
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＊
＊
＊
＊
＊

★

使用教室一覧

★２日目★（６月１７日日曜日）

＊学会・大会合同本部

＊休憩所・クローク

＊ワークショップ１

＊ワークショップ２

＊ワークショップ３

＊昼食

＊常任委員会

＊編集委員会
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※当日達諮先大会委員長屋『通携帯I雪話

z1EZ,：〃O-ZaZ6-型２０
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１１：００

より

１３:００

↓

１３:５０

１４:００

↓

１４:５０

１５:0０

↓

１５:５０

１６:0０

↓

１６:５０

１７:００

↓

１７:５０

１８:００

↓

２０:００

9:3０

より

１０:００

↓

１２:００

１２:００

↓

１３:３０

１３:３０

↓

１６:３０

タイムテーブル

６月１６日(土）

１１：0０

受付（西校舎一階ロビー） ↓ 常任委員会〈二階小会議室）
１２:5０

個人発表Ａ会場(512） 個人発表Ｂ会場(513）
浦崎雅代（東京工業大学大学院）

｢死と向き合う場における現代宗教の役割一タイに

おけるターミナルケアに携わる開発僧と在家信者の

関係から－」

糸静子（九州保健福祉大学）

｢痛みの原因と癒しについての宗教的・哲学的観点から

の－考察一聞き取り調査を中心に一」

中島岳志（京都大学大学院） 松谷満（大阪大学大学院）

｢現代インドにおけるヒンドゥー・ナショナリズム運 ｢キリスト教信者の宗教性と社会意識一教派間比較を中

動一RSS（民族奉仕団）の理念と活動をめぐって一」 心に－」

佐藤木綿子（京都大学大学院）

｢伝統文化とジェンダー規範の表象と実践一沖縄県

久高島の祭祁とオナリ神信仰を事例に－」

林貴啓（京都大学大学院）

｢宗教リテラシーのために－宗教教育への一展望一」

中西尋子（龍谷大学）

｢クリスチャンホームとなる過程一在日大韓基督教

会における家族の事例一」

猪瀬優理（北海道大学大学院）

｢脱会の条件一脱会カウンセリングと自発的脱会一」

総会（517）

懇親会（北館１階カフェテリア）

６月１７日（日）

受付（西校舎一階ロビー）

ワークショップ（前半）

１「宗教が創り出す新しい紳」 ２「日本社会とキリスト教」 ３｢新･宗教研究の課題と展望」

(512） (513） (516）

昼食(515)※ 常任委員会（523A） 編集委員会(5238）

ワークショップ（後半）

１（512） ２(513） ３（516）

※弁当(振替にて申込)は、５１５にて、昼食券と引き換えでお渡し致します。昼食券は、受付時にお渡しします。
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■「宗教と社会｣学会第９回学術大会

ﾉﾘ厘人発表

個人発表

ワークショップ

発表要旨集■

2001年６月１６日（土）

2001年６月１７日（日）

１３:００－１６:５０

１０:00-12:００

１３:３０－１６:3０

[A1］「死と向き合う場における現代宗教の役割一タイにおけるターミナルケア

に携わる開発僧と在家者の関係から－」

浦崎雅代(東京工業大学大学院）

死は､誰もが避けられない事実であり、死そのものは問題ではない｡だが死をめぐる社会的問題は常

に存在する｡現代日本においては､死を身近で感じられなくなった若者が起こす凶悪な犯罪、リストラ死

とも呼ばれる中高年の自殺増加､高齢者の介護と死への向き合い方などがあろう。

死をとりまく問題の背景には、人生観や宗教観などが存在し､いわば死は宗教と社会との接点である。

死を迎えた時､すなわち葬式の場のみならず､現代では､死と向き合う場面､すなわち死の準備段階に

おいて、去り行く者や残される者に対する癒しの側面から、宗教あるいは宗教者の役割が期待される。

しかし､それは時代や地域によって微妙に変化するものでもある。

当発表では、西洋や日本におけるホスピスケアに携わる先行研究の分析とともに､アジアの視点､こ

こではタイにおける､ターミナルケアに携わる開発僧と患者や家族を含む在家者との関わりを事例として、

死と向き合う場における宗教の役割を明らかにしたい。

日本においては､ホスピスの重要性が高まっており、キリスト教系ホスピスに加え、仏教系の団体もタ

ーミナルケアに取り組みはじめている｡そこで､仏教的なケアとか何かを考える上で､タイ僧侶と関係を

持って仏教的ケアを模索する動きもある。

ここではそうした事例をもとに､仏教的なケアとは何かを考える上で考察の一助となるであろう、日本と

タイとの仏教的素地の違いからくる死生観や死を受容していく様の違いをあきらかにする｡その上で、日

本とタイの死と向き合う場における問題点､課題点の現状分析を行なう。

これまでは､タイにおける開発僧の活動としてエイズホスピスがあげられるケースが多く、その活動に

ついては報告されているが､彼らの活動が仏教的ケアとしてどの程度有効であるかについての具体的

な研究はほとんどなされていない。

ゆえに､この研究の意義は二つある｡一つは､死をめぐる比較宗教社会研究として､もう一つはタイの

開発僧研究としての位置付けである。

この二つの研究視点から､現代社会における宗教の役割を､死をめぐる三者(僧侶、去り行く者､残さ

－５－



れる者)の立場から検証する｡そして仏教的ケア僧侶､在家者それぞれの役割をあきらかにすることによ

って､宗教者の社会活動の限界および可能性を示していきたい。

{A2］「現代インドにおけるヒンドゥー・ナショナリズム運動一ＲＳＳ（民族奉仕

団）の理念と活動をめぐって一」

中島岳志(京都大学大学院アジア･アフリカ地域研究研究科博士課程南アジア地域研究）

１９８０年代以降のインドにおいて､ヒンドゥー･ナショナリズム運動の拡大化が急激に進行している｡特

に､この運動を牽引するRSS(RashtriyaSwayansevakSangh；民族奉仕団)の活動への参加者の急増は

目を見張るものがある｡また､このRSSが最大の支持母体となっているBJP(インド人民党)は、1990年代

に入って中央議会での議席数を急激に増やし､ついに１９９８年の総選挙において念願の政権奪取に

成功した｡そして､首相の座にはＲＳＳと密接な繋がりをもつＡ９Ｂ･バージパイーが就き､さらに､いくつか

の国務大臣のポストにはＲＳＳ関係者が就任した。

このようなヒンドゥー･ナショナリズムの潮流は、「ヒンドウットウワ｣（｢ヒンドゥーの本質｣の意)をナショナ

ノレな価値として提示し､それに自己同一化しない非ヒンドゥー(特にムスリムとクリスチャン)との対立を深

めていることから､インド国内外で強く批判されている。しかし､その批判とは裏腹に､イギリスによる植民

地支配と近代的セキュラリズムの導入によって分断された宗教的倫理規範の包括性を回復すべきであ

るという彼らの主張は､都市の中間層を中心に広く浸透し続けている。

本発表では､このヒンドウー.ナショナリズムを分析するためにRSSの理念と活動に注目をする｡特にこ

れまでの研究において捨象されてきた一般民衆レベルのヒンドゥー･ナショナリズムの活動を分析するた

めに､ＲＳＳが活動の中心と位置付ける｢シャーカー｣(Shakha)という草の根レベルの活動に議論の焦点

を据える｡シャーカー活動とは､整列･行進に始まり、ヨーガや武術､伝統スポーツの訓練､マントラや賛

歌の斉唱、訓話や問答、対話などを行うもので､インド各地で毎日開かれるＲＳＳの末端の活動である。

このシャーカーの場において表象されるさまざまな言動の分析を通じて､RSSが志向する｢規律化された

国民的身体｣がいかに形成され､ムスリムやクリスチャンの他者化がいかに図られているのかを明らかに

する。

さらに､この議論を通じて、近年の全世界的な潮流である宗教的価値の追求とナショナリティーの形

成が連動した運動を考究する視座を提示したい。

[A3］「伝統文化とジェンダー規範の表象と実践一沖縄県久高島の祭祁とオナリ

神信仰を事例に一」

佐藤木綿子(京都大学大学院人間環境学研究科）

本発表の目的は、沖縄県久高島での参与観察と女性への聞き取りをもとに、「文化｣や｢ジェンダー」

－６－



の定式化された表象と島人たちによる実践との相違を､久高島の祭祁とオナリ神信仰の事例を用いて

明らかにする事である。

「沖縄女性｣の表象としてよく語られるものとして｢オナリ神信仰｣に顕著な｢女性の霊的優位性｣があ

げられる｡女性がその霊威によって男性を守護･祝福するという｢オナリ神信仰｣こそが｢沖縄文化｣の基

盤をなすものとして扱われてきた｡従来の沖縄研究においては｢男性／女性｣、「沖縄／本土｣という二

項対立的図式が自明視されてきたのである｡こうした議論の問題は、「文化｣を均質的で閉じたものとし

て､また｢ジェンダー役割｣を固定的なものとして本質主義的に設定してしまうことにあった。

これに対して､本発表では、二項対立的図式を｢解体｣し、「久高文化｣とは常に流動的につくりあげら

れているものとして捉え、「久高女性｣というカテゴリーの内部における多様性に着目する。しかし､現在

の久高島においても｢文化｣や｢性｣の二項対立的表象が現地の人からも語られることをふまえ､そのよう

な語りにそぐわない事例を紹介する。

まず、「自己(久高)／他者(外部)｣規範が固定的なものとして語られる｢伝統的祭祁｣に着目する｡祭

祁の｢真正性｣が問題とされ、「久高／他者｣間のカテゴリーが固定化される語りがなされる一方で､イザ

イホー加入資格の変化など､帰属ルールの変化が指摘できる事例を紹介する。

次に、「女性＝霊力によって男性を守るもの／男性＝守られるもの｣という静的な二元論的図式を一

度｢解体｣し、「女性｣のカテゴリーを｢神人｣、「潜在的神人｣、「タマガエー(イザイホー経験者)｣、「イザイ

ホー未経験者｣にわけて｢霊力｣や｢祭祁｣に関する様々 な語りを紹介する｡また、「祈り｣という宗教実践

が｢誰が祈るか｣というカテゴリーに優先されるようになった家庭祭祁の事例を取り上げ､ジエンダー規範

の変化を指摘する。

過疎化、高齢化がすすむ現在の久高島において、「女性の霊威｣や｢伝統文化｣が消滅するという語

り口ではなく、島民たちの実践によって柔軟に現実に応じ変わりうるものであるということを論証したい。

[A４１「クリスチャンホームとなる過程一在日大韓基督教会における家族の事例

一」

中西尋子(龍谷大学非常勤講師）

本報告では､在日大韓基督教会の初期、移民の第1世代の信者がクリスチャンホームを形成していく

過程を問題とする｡在日大韓基督教会を取り上げる理由は､私の関心が在日大韓基督教会の定着と展

開にあるというのがまず第１である。第２に信者にクリスチャンホームになったきっかけを聞くと､何人もが

｢母(あるいは祖母)がクリスチャンだったから｣と答えた点にある｡最初の信者が夫でなく妻であるという

ことに興味を覚えた。夫がクリスチャンで妻が非クリスチャンであれば、妻が夫の信仰にあわせることは

考えられる。しかし､その逆の場合、夫をも導き、どのようにクリスチャンホームを形成し得たのだろうか。

このような疑問を在日韓国人の家族の生活史を通して明らかにしたい｡このような入信や信仰の継承の

問題はひとつの宗教社会学のテーマとしてあるが､ひとつの家族の内部から入信や信仰の継承を問題

にしているものはあまりないように思われる。
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分析にはクリスチャンの一家族の生活史の聞き取りを用いる｡移民の第1世代を問題とするが､ここで

取り上げる家族の第1世代は他界しているので､データは子どもである第2世代の語りである｡解釈など

を補足する場合は他の家族のデータも用いる｡そして､夫および妻それぞれの家族や同胞との関係の

形成からクリスチャンホームとなる過程をたどりたい。

事例として取り上げるのは､移民の第2世代(Ｔさん)の定位家族である｡Ｔの母であるＲは１９０６年生

まれ｡Ｒがクリスチャンになったのは､結婚する前の娘時代のことである。村に外国人の宣教師が来て、

そこに通って字を習いながらキリスト教に触れた｡Ｒは男兄弟ばかりの末娘だった｡家族は誰もクリスチャ

ンではなかったが､Ｒ1人が教会に通うことに対して誰も反対しなかった｡かぞえの１８歳ぐらいで親が決

めた相手Zと結婚｡Ｒがクリスチャンであることは特に問題にならなかったようである｡Ｒがクリスチャンで

あることが問題とならなかったのは､ｚが次男であり､祖先祭祁をする義務がなかったことにもよるだろう。

結婚後、夫は来日し､京都の染め物工場(日本人経営)で働く｡Ｒは先に来ていた夫を追って来日。京

都南部の在日韓国･朝鮮人集住地区に暮らし､３男１女をもうける｡Ｒは来日後は地域にあった在日朝

鮮人教会に通う｡Ｙにとって来日後の生活は､子どもを育て､家計を助け､教会に通うという生活であっ

た｡それに対してｚは仕事一筋｡早朝に出勤し､帰宅は遅かった｡子どものことは妻に任せつきりであっ

たようである｡妻や子どもが教会に通うことに対して､Ｚは全く反対をしなかった｡食事の時は､Ｒや子ど

もたちは食前の祈りを行った｡ｚは遅く帰宅して一人で食事をとることが多かったが､家族揃って食事を

するときでもＲは食前の祈りを欠かさなかった｡末娘は助産婦でもある伝道師に取り上げてもらっている。

子どもたちは洗礼を受け、成長してからも教会に通う。長男と三男は他学部を経た後、神学部に入った。

ｚが教会に通い始めたのは､仕事中に大火傷を負って入院した時､妻の通う教会の信者が頻繁に見舞

いに訪れたこと､親とずっと同居するはずの長男が伝道のために家を出たことがきっかけとなっている。

ｚはその後､教会に通うようになり、やがては夫婦そろって執事となった｡子どもたちは､長男と三男が牧

師､次男は長老､長女は執事となっており､父母の追悼礼拝は毎年､家族･親族が一堂に集まって行わ

れる。

Ｒの定位家族がクリスチャンホームとなることを可能にしたのは以下のような点が指摘できると思われ

る｡(1)夫のキリスト教に対する寛容さ､(2)夫に祭祁継承の義務がなかったこと､(3)夫の親族が日本にい

なかったこと､(4)夫が定職に就き、仕事一筋であったこと､(5)妻にとって教会が生涯を通しての所属集

団であったこと、(6)子どもを教会に通わせ､クリスチャンとしてのしつけができたこと､(7)教会が同胞の互

助組織となっていたこと、などである。

（l)は､Ｒの夫だけに限ったことではないかもしれない｡Ｒの親兄弟もＲがクリスチャンとなることに反対

しなかったし､Ｚとの結婚にも問題とならなかった｡(4)や(7)によっても、夫は妻や子どもに対して寛容で

いることができ、同時に妻は(6)のように､教会通いや子どものしつけなどの面においても信仰を守ること

ができた｡Ｒにとっては(2)(3)のためにキリスト教信仰を継続することを容易にしたと考えられる。

在日韓国･朝鮮人の人々にとって､家族･親族は重要な準拠集団である｡かつては現在よりも一層重

要であったと思われる｡家族以外に親族は日本になく、夫のｚにとって所属する集団は､退職して職場

を離れると家族だけとなる｡その時､妻や子どもはみなクリスチャンであった｡それに対して､妻のＲにと

って教会は､(5)にあげたように生涯所属し続ける集団であった｡来日してから､継続して教会に通い､そ
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こでの人間関係は生涯続く。この事例でのクリスチャンホーム形成の過程は､非クリスチャンである夫とク

リスチャンであった妻がそれぞれにどのような家族･同胞の人間関係や生活基盤を形成してきたかによ

っている。

本報告では、１家族だけの事例研究であるから､在日大韓基督教会の発展と展開を考える場合､夫

が非クリスチャンのままの事例や､親が用意したキリスト教信仰の基盤から、どのように自分自身の信仰

を形成していったかも考えていきたい。

[B1］「痛みの原因と癒しについての宗教的・哲学的観点からの－考察一聞き

取り調査を中心に一」

糸静子(九州保健福祉大学）

１．調査研究の目的

医学の進歩により､難病が治ったり､けがや事故による重症患者が完治するまでになった｡しかし､現

代の医療で実際に治るのは､全体の約２０％であり､残り約８０%の病気の殆どは､原因が不明で､形而

下一辺倒の現代医学では解明不可能といわれている｡また､ここ数年来､医療費の負担増や薬害の問

題もあり、西洋医学以外の代替医療を取り入れるようになってきた｡身体の局部だけを診て治療するの

ではなく、人体をトータルに捉えて治療を施すやりかた､つまり東洋医学が見直されてきた。

人間が本来備えている自然治癒力を高める癒しの方法、心の治療や食事療法が盛んになってきた。

自然治癒力を高めるのに顕著な効果が認められる例として､患者自身が｢自然界から食べ物を戴き自

分が生かされていることへの感謝の気持ち｣や｢幸福感｣を持つことである｡そのことによって､体内の免

疫が活性化する。

また､人間は｢肉体｣と｢心｣と｢気｣から成り立ち､気の導引をスムーズにすることで治癒力が高まること

もわかってきた。「気｣は｢霊気｣とも｢生命の根源｣とも言われている。「感謝の気持ちを持つ｣｢気の流れ

をスムーズにする｣等が実際に病気の癒しに関連していることから、「痛みの原因｣と｢宗教･哲学｣にどの

ような因果関係があるのか､それを探りたい、また、形而上学を学びこれからの医療に活かしていくこと

の重要性を感じ、調査研究に関わった。

2．方法

・期日と場所

･対象と方法

平成１２年７月０１日～７月０２日新生仏教福岡道場

平成１２年７月１５日～７月１６日西都道場

平成１２年８月１８日～８月２２日本部と徳山支部

平成１２年８月２６日～８月２７日西都道場

平成１２年９月０９日～９月１０日宮崎支部

全１２日間宗教法人新生仏教教団本部所在地山口市吉敷１２９－２２

信者家族１５ケースが対象方法として筆者が教義の内容を理解するために道場で
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勉強をし説明を聞く。体験した信者や家族に面接や電話で質問し詳細に経過を聞く

3．聞き取り調査をした事例

･両膝の痛みがとれ車椅子が不要となる(７３歳女)･姉妹の潰傷性大腸炎と心身症(２８歳と２５歳女)・

上腸間膜動脈症候群（２６歳男)･脳動脈破裂と水頭症2カ月後意識回復(45歳男)・交通事故による意

識不明の重症が快方に向かった(7歳女)･重度の耳鳴りが軽くなった(64歳男)・乳ガンの症状がなくな

った(３１歳女)･直腸ガンと心臓病が治った(医師自身の体験男）他7事例

4.結果と考察

新生俳教の教義の中心として､人間が生かされている意味は｢世の役に立つ｣こととされている｡また、

自然界には､一定の法則があり､その法則によって森羅万象全てが運行し管理されている｡人間も自然

の一部であり、密接な関係がある。したがって､その自然の法則を知り法則(道理)に適った生き方を心

がけねばならない｡と教えられている。

患者やその家族は、自然の法則を学び実践することによって病気の原因が除去され､科学や医学等

の物理的限界を超えた状態で快方に向かい、心身が癒されてきている｡病気の形而上的な原因は道

理に適った生き方ができてないところにあるとされる｡神仏の教えを信じ実践していると､そのご意趣を

悟ることができる。

教団の教主は、ご遷主様と称されているが、本質的には当来悌であり、人間の身体をかりて神

仏がこの世に出現された存在だと言われ、形而下的には考えられないような法力を示される。ご

く自然にいつの間にか心身が癒され快方に向かった(如意)事例を報告する。(参考文献『気とは何か』

ＮＨＫブック『癒しの原理』人文書院石井誠士著『新生仏教教団史上．下』『新生仏教教導編』新生仏教出版局）

[B2］「キリスト教信者の宗教性と社会意識一教派間比較を中心に一」

松谷満(大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程）

目的

現代日本のキリスト教信者はキリスト教をどのように受容しているのだろうか。本発表は日本のキリスト

教信者を対象とした計量的研究の結果報告である｡本研究では､信者個々人の属性･宗教性･社会意

識という３側面に焦点を当てている｡今回の発表では特に､プロテスタント･カトリックの教派間比較にし

ぼって報告する。また､それらをアメリカのキリスト教信者とも比較することによって､より明瞭に日本にお

けるキリスト教信者の特徴を描き出している。

意義

本発表の意義は大きく分けて以下の２点にある。

１．海外、特にアメリカを中心に宗教性をめぐる計量的研究は盛んにおこなわれている。その成果
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2．

をとりいれた本格的な計量研究である。

国際比較という視点の重視。日米の社会的背景もふまえた宗教性と社会意識についての比較

社会学的試論としての意味も持つ。

方法

実際に阪神地域のキリスト教信者に独自調査｢キリスト教徒の宗教性と社会意識に関する調査｣を行

なった｡プロテスタント(改革･長老派／組合派／メソジスト／ペンテコステ派)およびカトリックの９つの教

会に対し､計９１０票のアンケート用紙を配布し､回収数は493票､回収率は54.2％であった｡そのデー

タについて、計量的な分析を行なうとともに､GeneralSocialSuIveysなどの２次データも用いて、アメリカ

のキリスト教信者との比較を行なった｡なお、調査票の質問項目は大きく４つに分かれている。主に

GeneralSocialSurveysと同一のものを､宗教と社会意識に関連する項目について取り上げた６

１．基本的属性:年齢､性別､学歴､婚姻､職業､収入

２．宗教的属性:教派､入信時期､入信年齢､家の宗教など

３．宗教意識と宗教行動:礼拝出席､祈りの頻度､聖書を読む頻度など

４．社会意識:道徳意識､中絶･死刑制度･安楽死についての意見､政治意識など

分析

本発表では､独自調査データをもとにプロテスタント信者とカトリック信者について両者の類似点･相

違点を分析し､その傾向を考察している｡また､それがアメリカにおける教派間の差異と、どのように対

応しているのかを詳細に比較･検討している。

その内容としては､大きく分けて①年齢･性別･学歴などの属性的な側面(日本ではどのような階層の

人々がキリスト教を信仰しているのか)､②宗教性の側面(日本のキリスト教信者は､アメリカの信者と共通

した信仰を持つのか等)､③中絶･死刑制度についての意見､性別役割意識などの社会意識の側面(日

本のキリスト教信者の宗教意識は日常的な社会意識にどのように反映しているのか､それはアメリカの

信者とは異なるのか等)の３点について多変量解析を試みている。

結果については、当日の発表において報告する。

[B3］「宗教リテラシーのために－宗教教育への一展望一」

林貴啓(京都大学大学院人間･環境学研究科博士課程）

いま日本の宗教教育に求められるものは、「宗教｣を広義に理解することを通じて、宗教への｢関心」

を呼び起こすことにあるのではないか。

多くの日本人にとって、「宗教｣といえば基本的に制度宗教､創唱宗教のことである。そのうえで｢宗

教｣を敬遠する態度をとるのが典型的だといえよう。とくに若者のあいだでは、「宗教｣といえばむしろ新

宗教､場合によってはカルトが連想される向きさえ強い。
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